予算要求資料
平成27年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　
	事業名　新トップアスリート育成支援事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　 清流の国推進部 スポーツ推進課 トップスポーツ係 電話番号：058-272-1111（内2951）

　　　　　　　E-mail： c11172@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　122,615千円   （前年度予算額： 0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	122,615
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	122,615

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　・ぎふ清流国体で活躍し、今後も全国レベルでの大会で活躍が期待できる、県内のスポーツチーム、選手の中で、国内トップレベルの大会をめざし活躍が期待できる社会人、大学のトップチームや選手に対して強化費を助成する。

・アスリートの活動拠点としてトップアスリート拠点クラブを位置づけ、ぎふ
清流国体開催で向上した競技力の維持を図る。それが、次世代のトップアスリートの育成につながり、地域スポーツをより一層活性化させることができる。
（２）事業内容

　・日本一の選手輩出を目的とした成年選手の競技力向上強化活動に係る経費を

助成する。

　・地域に密着したトップアスリート拠点クラブ８クラブ対して運営補助し、ス
ポーツ教室等によるジュニア育成を通じて地域の活性化を図る。
□ぎふ瑞穂スポーツガーデン　　　　　　□飛騨高山ブラックブルズ
□岐阜経済大学アスリート育成クラブ　　□岐阜エコデンＳＣ

□大垣ミナモソフトボールクラブ　　　　□岐阜県体育協会GMTA－Club

□岐阜トリッキーパンダース　　　　　　□ＮＰＯ総合体操クラブ

（３）県負担・補助率の考え方

　　　県10/10（一部指定チーム・個人・拠点クラブ等負担金有）
（４）類似事業の有無
　　　有　オリンピックアスリート強化支援事業費
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	交付金①
	28,921
	トップアスリート拠点クラブ８運営助成費

	交付金②
	91,790
	チーム、成年選手への強化費

	旅費
	1,118
	協議会等への参加

	需用費
	333
	事務消耗品等

	使用料
	237
	会議室使用料

	役務費
	216
	通信運搬費等

	合計
	122,615
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各計画での位置づけ

　　岐阜県清流の国スポーツ推進条例第13条
　　ぎふスポーツ推進計画

（２）事業主体及びその妥当性
　　・継続的支援をすることにより、競技力水準の維持・向上が図られる。
　　・本クラブで活動するアスリートが地域スポーツ活動に参加したり、ジュ
ニアを指導することで地域スポーツの実施率が向上するとともに、その後

の指導者の確保、充実につながる。

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　トップアスリートが県内で活動が継続できる環境を整備することが、県内の競技力向上につながる。また、地域貢献活動としてスポーツ教室やジュニア育成活動を地域に根差し、子供たちが「憧れ」をもってトップアスリートと共に活動できる環境を整備していく。
　Ｈ２６年度までにトップアスリート拠点クラブとして位置づけた８クラブに対し、継続的に支援する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	国民体育大会　天皇杯
（男女総合順位）
	1,042点「18位」
（H16）
	1,669点
「４位」（H23）
	1,681点
「５位」（H25）
	1,439点
「９位」（H26）
	1,500点
「８位」（H27）
	％


	国民体育大会　皇后杯

（女子総合順位）
	574点
「18位」
（H16）
	958.5点
「３位」（H23）
	840点
「３位」（H25）
	825点
「５位」（H26）
	850点
「５位」（H27）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	トップアスリート拠点クラブに関しては、支援クラブ数の増加ではなく、クラブ基盤強化及び地域活性化事業内容の評価となるため。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	ぎふ清流国体の財産をスポーツ推進に生かしていくといった観点から、必要性の高い事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	国民体育大会において、ぎふ清流国体開催後も高い順位（獲得得点）を維持できているということは、競技力水準が維持できているためであり、継続的な支援による成果はあがっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	トップアスリート拠点クラブは、経営面で自立したクラブにしていくことが必要である。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　トップアスリートを取り巻く環境は厳しいものであり、本事業のみで解消されるものではない。活動には金銭的な負担が大きく、県だけではなく地域支援や企業（雇用等）支援も必要となってくる。
　また、地域貢献活動について、地域の実態を踏まえた活動を検討していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　チーム、選手指定に関しては、他事業との重複や競技力水準を踏まえ随時入れ替え等の更新をする。

各トップアスリート拠点クラブを自立させることと、地域貢献活動の具体化に取り組む。


